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1　はじめに
　産婦人科の診察においては、董恥心への配慮という
目的で、内診台のカーテンが慣習的に用いられている。
鍵谷らDは、患者がカーテンを必要とする主な理由は
董恥心であると報告している。
　診察を受ける患者には、董恥d・だけでなく、恐怖心、
不安感なども伴うと考えられるが、毒恥心以外の心理
に及ぼすカーテンの影響について報告されたものは過
去にない。
　私達は、カーテンがあることにより、本当に蓋恥心
が軽減するのか、むしろカーテンは恐怖感や不安感を
増強させ、患者の処置に対する関心を妨げるのではな
いかと考えた。
　そこで、当病棟において、最も内診台を利用する機
会の多い褥婦を対象に、以下に述べる3つの状態で悪
露交換を経験してもらい、その心理の変化についてア
ンケート調査したので報告する。
il対象と方法
　1．対　象　当病棟で経腔分娩した褥婦50名
　2．研究期間平成6年6月～12月
　3．調査期間　平成6年10月20日～12月14日
　4．研究方法　産後3日間の悪露交換を通して以下
　　　の方法で、アンケート調査を行った。
　　1）悪露交換時の環境
　　　マニュアルを作成し状況を統一した（資料1）。
　　2）方法
　　　心理的変化を知るためA・B・Cタイプの内診
　　　台での状態を経験してもらった。3日間にA→
　　　B→Cの順に使用した。
　　　Aタイプ：カーテン等を全く使用せず処置者の
　　　姿や処置が見える。
　　　Bタイプ：褥婦の腹部から大腿部に布をかけ、
　　　処置者は見えるが、処置をする手元は見えない。
　　　Cタイプ：褥婦の腹部以下をカーテンで仕切り、
　　　褥婦からは処置者の姿や処置の状況は全く見え
　　　ない。
　　3）アンケート調査
　　　3日間の処置について、　「差恥」・「恐怖」・
　　　「安心」・「処置に対する関心度」について質
　　問を行う。質問は1問につき5段階の選択肢を
　　設け、1～5点に点数化し、点数が高い程、そ
　　の心理が強く表れるよう設定した。また3日間
　　　にA・B・Cの各タイプのうち、どのタイプが
　　最も良いと感じたかに回答してもらった。回答
　　　は1～3日間の各々その日のうちに行い、実験
　　終了後回収した。
　　4）分析方法
　　対象50名について、心理因子別に、各タイプ体
　　験時の点数を集計し、その平均値よりt検定を
　　行った。また、対象が最終日にどのタイプを選
　　引しているかによって3つに分類し、第1群
　　　（Aタイプ選択者）、第2群（Bタイプ選択者）、
　　第3群（Cタイプ選択者）と設定した。各々の
　　心理因子について設定した点数を集計し、比較
　　検討を行った。実施数61名、アンケートの有効
　　　回答率は84％（50名）であった。
　　〈用語の定義〉
　　董恥心；恥ずかしさ。隠しておきたいことが他
　　　人に見られたときの感情。
　　恐怖；明確な対象があり、それに対して恐ろし
　　　い、こわいと感ずること。
　　安心；気にかかることがなく、または少なくな
　　　って心が安らかなこと。ここでは、不安の反対
　　　の心理として用いることとする。
皿　結果
　　全タイプ実施後、最終的に最も良いと思うタイプ
　を選択してもらったところ、
　　Aタイプ選択子（第1群）　15名（30％）
　　Bタイプ選択者（第2群）　27名（54％）
　　Cタイプ選択者（第3群）　　8名（16％）
であり、Bタイプを選択する者が、最も多かった
　（図1）。
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　1．温言心について
　　　A・B・Cタイプの間に有意差は見られなかっ
　　た（表1）。
　　しかし、選択別に分類してみると、第1群（Aタ
　　イプ選択者）が最も低く（1．8）、次に第2群（2．1）、
　　第3群（3．8）の順であった（図2）。
　2．恐怖心について
　　　BタイプとCタイプの間に有意差が見られ（表
　　1）、Cタイプの方が、　Bタイプに比べ恐怖心が
　　強いという結果が得られた。
　　　A・B・C各タイプでは、Cタイプ（2．2）、Aタ
　　イプ（2．0）、Bタイプ（1．7）という順に恐怖が強か
　　つた（図4）。又、アンケート結果より、全タイ
　　プにわたり、「創部に触れられる恐怖」が強い傾
　　向にあり、中でもAタイプ体験時が最も強かった。
　　Cタイプでは「処置者・処置が見えない恐怖」が
　　最も強く表れていた。
　3．安心感について
　　　A・B・Cタイプの間に有意差は見られなかっ
　　た（表1）。アンケート結果より、全タイプにわ
　　たり、「会話のしゃすさによる安心感」が高く表
　　れていた。
　4．関心度について
　　　Aタイプ・Cタイプの間に有意差が見られ（表
　　1）、Aタイプの方がCタイプに比べて、関心度
　　が高いという結果が得られた。
IV　考察
　1．蓋恥心について
　　差恥心には、検定上有意差は見られず、カーテ
　　ンの存在によって変化はみられないことが分かつ
　　た。
　　荻田2）は、　「たとえ診察時の環境・配慮が満た
　　されても従来の婦人科診察台の蓋恥心倍加の要素
　　は、基本的には解決され得ない」と述べている。
　　つまり、内診台での処置に伴う差恥心は、根本的
　　に取り除くことはできないのである。
　　　しかし、董恥心を最：も強く感じる第3群（3．8）
　　では、カーテンの存在により、三三心が軽減して
　　おり、カーテンは必要であると回答している。
　　　このことから、対象により、差恥心に対する対
　　処方法を考慮する必要がある。
　2．恐怖心について
　　創部に触れられる恐怖は、カーテンにかかわら
　　ず誰しもが持っており、A・Bタイプの様な処置
者・処置の見える状況では創部に触れられること
のみに表れやすい。
　又処置者、処置の見えないCタイプの様な状況
では、創部に触れられる恐怖と共に、処置が見え
ないことへの恐怖が加わり、恐怖が増強される。
3．安心感について
　安心感においても、カーテンの違いによる有意
差は見られなかった。しかし、全タイプにわたり、
会話のしゃすさによる安心感が高く表れていた。
つまり、処置や処置者が見えることで会話がしゃ
すく、又、処置が見えないことでも会話がしゃす
いと感じられたということである。このことにつ
いては、視線による人間の相互作用によるもの
として、相反する2っの報告がなされている。
4．関心度について
　AタイプとCタイプの違いはカーテンの有無に
より、処置者や処置の状況が見えるか否かである。
Cタイプの場合、カーテン越しの会話により、相
手の表情やしぐさが判断できず、処置者からの一
方的な話しかけになりやすい。その為、褥婦は受
け身になり、関心が薄れていると考えられる。
　　以上の心理因子別考察により、カーテンの存在は、
　褥婦の心理状況に影響を与えることがわかった。心
　理状況には個人差があり、カーテンの使用が、必ず
　しもプラスに作用するとは限らない。その為、処置
　者には、褥婦の心理を十分に考慮した対応が求めら
一れる。
V　まとめ
　　今回褥婦を対象に悪露交換時のカーテンの状態に
　伴う心理変化に焦点をあて研究を行った。その結果、
　以下のことが分かった。
　①　差恥心及び安心感はカーテンにより影響を受け
　　ない。
　②恐怖心はカーテンの使用により増強される。
　③処置に対する関心はカーテンの使用により妨げ
　　られる。
VIおわりに
　今回の研究における反省点は、各群における標本数
が少なく、又ばらつきがあった。その為、各芦別の結
果に関しては、その信頼性に検討の余地がある。
　又、アンケートの調査項目において、心理因子は統
計的に処理し難いため、今後再検討し、次回の研究に
つなげていきたい。
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資料1
研究の悪露交換時のマニュアル
悪露交換時の環境
　①処置室内には助産婦1人対褥婦1人（入室
　　　禁止の札をかける）
　②処置心入り口のドアは必ずしまっている
　　　こと
　③内診台周囲のカーテンは全部閉める
悪露交換の方法
　①患者が臥床してからライトを点灯する
　　　（ライトはユニットのものを使用）
②行う処置は前もって必ず声をかける
　　〈声かけの内容＞
　　1）消毒液を流すこと
　2）傷に触れることと冷たく感じること
　　3）傷の状態を説明する
　　4）褥婦の顔が見えるときは視線を合わせる
　　5）外陰部を拭き、パットをあてること
資料2 アンケート項目
1回目 2回目 3回目
1
処置（傷の消毒）の時に感じた気持ちについてお聞きしま
す。次の各項目について、最も近いものに1つO印をつけ
てください。
1　外陰部（おしも）や傷にL＊えあまりどちらでも伽少し　m・
　に触れられるのがこわか　1－2－3－4－5
　　つた
1
処置（傷の消毒）の時に感じた気持ちについてお聞きしま
す。次の各項目について、最も近いものに1つ○印をつけ
てください。
1　外陰部（おしも）や働に陣え　あ劫　どちらでもない少し　はb
　に触れられるのがこわか　1－2－3－4－5
　　つた
1
処置（傷の消毒）の時に感じた気持ちについてお聞きしま
す。次の各項目について、最も近いもの1：　1つ○印をつけ
てください。
1　外陰部（おしも）や傷にNiえ　あまりどちらでもない少し　1か
　に触れられるのがこわか　1－2－3－4－5
　　つた
2　次に何をされるかが見え陣えあまりどちらでも加少し　ltLi
　　て安心した　　　　　　　1－2－3－4－5
3　内診台の上で外陰部（おN，kあ劫　どちらでもttL，少し　1よい
　　しも）を露出することが　1－2－3－4－5
　　はずかしかった
4　処置している助産婦や処いいえ　あまljどちらでもない少し　ttLv
　　置が見えるのがこわかつ　1－2－3－4－5
　　た
5　器具の音が聞こえるのが坤えあまりどちらでも軸少し　はti
　　こわかった　　　　　　　1－2－3－4－5
6　白分の状態（傷・痔）に陣えあ劫　どちらで肱ら・少し　はい
　　対して興味が持てた　　　1－2－3－4－5
2　ライトで照らされて恥ずVgiえあまりどちらでもない少し　はしi
　　かしかった　　　　　　1－2－3－4－5
3　次に何をされるかが見えtSxえあまりどちらでもない少し　1“，
　　て安心した　　　　　　　1－2－3－4－5
4　内診台の上で外陰部（お陣え　あ劫　どちらでもない少し　Iit，
　　しも）を露出することが　1－2－3－4－5
　　はずかしかった
5　処置している助産婦や処いいえあまりどちらでも机、少し　はb
　　置が見えるのがこわかつ　1－2－3－4－5
　　た
6　器具の音が聞こえるのが陣えあまりどちらでもない少し　はし1
　　こわかった　　　　　　　1－2－3－4－5
2　内第四の上で外陰部（おts’え　あまりどちらでもない少し　はい
　　しも）を露出することが　1－2－3－4－5
　　はずかしかった
3　器具の音が聞こえるのが1蚊　あまりどちぢでも軸少し　はしi
　　こわかった　　　　　　　1－2－3－4－5
4　自分の状態（傷・痔）にNtkあ劫　どちらでもない少し　Mi
　対して興味が持てた　　　1－2－3－4－5
5　次に何をされるかが見えN，iあ劫　どちらでもない少し　は；i
　　なくて安心した　　　　1－2－3－4－5
6　自分が処置をされている坤えあ劫　どちらでもない少し　はtv
　状況を思うと恥ずかしか　1－2－3－4－5
　　つた
7　自分が処置をされている陣えあまりどちらでもない少し　lil、
　状況を思うと恥ずかしか　1－2－3－4－5
　　つた
7　自分が処置をされている陣え　あまりどちらでも屯い少し　li」、
　状況を思うと恥ずかしか　1－2－3－4－5
　　つた
7　処置している助産婦や処し蚊　あ約　どちらでもない少し　はし、
　置がみえないのがこわか　1－2－3－4－5
　　つた
8　処置中に助産婦と会詔がいいえ　あ劾　どちらでもない少し　はb
　　しゃすいので安心した　　1－2－3－4一一5
8　処置中に助産婦と会話が挿えあまりどちらでもない少し　はい
　　しゃすいので安心した　　1－2－3－4－5
8　処置中に助産婦と会話がL9，えあ劫　どちらでも軸少し　はtl
　　しゃすいので安心した　　1－2－3－4－5
9　外陰部（おしも）の処置代えあまりどちらでも加少し　ttL，
　　に対して興味が持てた　　1－2－3一一4－5
9　外陰部（おしも）の処置1戦　あまりどちらでもない少し　はt・
　　に対して興味が持てた　　1－2－3－4－5
9　受けている処置が見えなNiiあ釣　どちらでもない少し　はb
　　くて安心した　　　　　　1－2－3－4－5
10　内診台の上で外陰部（おいいえ　あ劫　どちらでも加　少し　1よい
　　しも）を人に見られる事　1－2－3－4－5
　　が恥ずかしかった
11受けている処置が見えて喉あまりどちらでblCi少し　は」t
　　安心した　　　　　　　　1－2－3－4－5
10　内診台の上で外陰部（おLNLxえあまりどちらでもttい少し　1重い
　　しも）を人に見られる事　1－2－3－4－5
　　が恥ずかしかった
11受けている処置が見えて沖えあ劫　どちらでも帥少し　は“
　　安心した　　　　　　　　1－2－3－4－5
10外陰部（おしも）の処置ts，えあ劫　どちらでも柚少し　はb
　　に対して興味が持てた　　1－2－3－4－5
11内診台の上で外陰部（お』蚊　あ約　どちらでもない少し　Itl’
　　しも）を人に見られる事　1－2－3－4－5
　　が恥ずかしかった
1
　タイプAを体験した感想をもとにお答え下さい。
　3種類のタイプの中でどれが最もよいと思いますか。よい
と思うものの番号に1つ○をつけ、その理由を書いて下さい。
（タイプについては別紙参照のこと）
1，タイプA
《その理由》
2．タイプB 3．タイプC
皿
　A・Bタイプを体験した感想をもとにお答え下さい。
　3種類のタイプの中でどれが最もよいと思いますか。よい
と思うものの番号に1つ○をっけ、その理由を欝いて下さい。
（タイプについては別紙参照のこと）
1．タイプA
｛その理由｝
2．タイプB 3．タイプC
豆
　すべてのタイプを体験した感想をもとにお答え下さい。
　3種類の申でどれが最もよと思いますか。よいと思うも
のの番号に【つ○をっけ、その理由を書いて下さい。
（タイプについては別紙参照のこと）
1，タイプA
《その自由》
2．タイプB 3．タイプC
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